






はじめに 

未熟児出産の大きな原因の 1 つに早産(妊娠満 37 週未満出産の場合は早期産と呼ばれる)

があげられる。早産児や低出生体重児は新生児罹病率が高く,これらの成因を知り,予知す

ることは産科医にとって急務とされるところである。大阪大学医学部付属病院分娩育児部

の昭和48年から52年までの5年間の症例では早期産で2500グラム未満の低出生体重児は

116/176≒65.9%,2500 グラム未満の低出生体重児のうち早期産のもの 116/217≒53.5%であ

った。この早期産が 1つの周産期異常スクリーニング指数を使用して,分娩までの種々の事

象を定量評価し,多変量解析の手技を用いることで,予測性のあるものか,否かにつき検討

をおこなった。 


